
社会福祉法人みどり会は「乳幼児期は子どもの身体を作る大事な時期」と捉え、給食の内容

は「薄味で和食中心」という特徴があります。これは、現代の子どもたちの食文化を見つめな

おし、偏食する子どもにならないように味覚を広げ、何でもバランスよく食べられるようにし

ていきたいという目的があります。日々の給食には「噛める食材」を多く取り入れています。

その中で、保育者が日々悩んでいることに「子どもたちの魚嫌いをどう克服するか。」という

ことがありました。現代は魚を調理して提供する家庭も少なくなり、魚の切り身しか見たこと

のない子どもが増えている現状です。そこで、魚を捕る⇒下処理（自分で内臓を処理）⇒焼く

⇒食べるまでの一連の流れを子どもたちと共に体験し、「本物の魚に触れさせたい」と考え、

やまめのつかみどりを計画いたしました。 

 

平成 30年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

 

【社会福祉法人みどり会 みどりの森みらい保育園】 広島市西区福島町 2-24-48 

【今年度の活動事例】 5歳児 やまめのつかみ取り  

  日にち：平成 30年 9月 6日（木） 

  場 所：広島市安佐北区安佐町大字小河内 

   目 的：魚に実際に触れる・見る・食べるの経験を通し、魚に興味を持ち、 

食への関心に繫げる。 

       飯盒炊飯を経験し、生きる力を身に付ける。 

  参加人数：園児 16名（欠席 1名） 

引率職員 5名（理事長・園長・保育士３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



広島市安佐北区小河内にある養魚場へ園バスで約１時間かけて到着し、子どもたちは水中に

いる 30 匹のやまめを捕まえようと意気揚々とプールに入っていきました。最初は水に手をつ

けたまま追いかけるだけで、逃げ足の速い「やまめ」はどうやっても捕まえることができませ

ん。しかし、しばらくの間やまめを追い続けていると冷たい水にも慣れ、最後には全身で水中

に潜り捕まえようとしたり、魚をプールの端に追いやるというコツをつかみ始めました。 

「やった、とれた！」元気な声が聞こえ始めると、次々に「つかまえた！」という声が増え

始めました。魚を触ることを嫌がっていた子どもも「つかめた！」という体験で苦手を克服し、

嬉しそうな表情をしていました。魚の内臓を取る作業も嫌がる子どもはおらず「割り箸を差し、

ねじって引く」という調理方法をマスターし、自分で捕る・さばくを体験することができまし

た。この体験により、泳いでいる魚の感触を知り、日頃食べている魚にも命があることを伝え、 

生命の尊さを気付くきっかけになったと思います。最後はやまめを炭焼きし美味しくいただき

ました。魚を苦手としていた子どもも「自分で捕った魚は 

おいしい！」とよく食べていました。こうした自然の中で 

得た経験は子どもたちの豊かな感動体験となり、好奇心や 

探究心を引き出し、子どもたちの「意欲」を育てる大切な 

活動であると感じています。 

 

 

 

 

 


